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気泡センサーの動作原理

• マイクロ波の特性を利用

① 誘電体を透過する

② 誘電体に吸収される（減衰する）

③ 誘電率が異なる境界面で反射する

（金属は全反射）

↓

誘電体の誘電率と量の変化をマイクロ波の
Powerの変化で検出



気泡センサーの動作原理
マイクロ波を閉じ込めた空間（空気：誘電率
１）

この空間の範囲にある誘電体による
マイクロ波の吸収でPowerが変化

気泡（空気：誘電率１）

フッ素チューブ（誘電率：２．
１）

気泡の混入により
Powerが変化
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